
奈
良
。
平
城
京
右
京
三
条
二
坊
三
坪

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
菅
原
東
町
、
宝
来
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九

一
年

（平
３
）
一
一
月
を

一
九
九
二
年
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
小
林
謙

一

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

現
在
の
近
鉄
西
大
寺
駅
南
の
一
帯
い
平
域
京
右
京
二
条
二
坊
か
ら
三
条
二
坊

に
相
当
す
る
地
域
で
土
地
区
画
整
理
事
業
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
事
業
に

関
わ
つ
て
二
九
八
八
年

（昭
６３
）

以
来
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
に
右
京
三
条
二

坊
で
通
算

一
四
次
、
約
三
三
〇

〇
〇
笛
の
調
査
を
行
な
い
、
現

在
は
右
京
二
条
二
坊
で
調
査
を

続
け
て
い
る
。
今
回
報
告
の
木

筒
は
右
京
三
条
二
坊
三
坪
の
調

査
（奈
良
市
教
育
委
員
会
第
二
三
六

・
壬
三
ハ十
二
次
調
査
）
で
出
上
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

第
二
三
六
・
二
三
六
十
二
次
調
査
は
、
二
・
三
坪
境
の
三
条
条
間
路
に
沿
）

て
三
〇

一
〇
∬
の
発
掘
区
を
設
定
し
行
な
っ
た
。
こ
の
地
区
で
は
古
墳
時
代
か

ら
鎌
倉
時
代
ま
で
各
時
代
の
遺
構
を
検
出
し
て
お
り
、
う
ち
奈
良
時
代
つ
遺
構

は
、
条
坊
関
係
で
は
三
条
条
間
路
の
一
部
と
そ
の
南
側
溝
、
三

・
六
坪
境
小
路

の
一
部
と
そ
の
西
側
溝
、
三
坪
内
で
は
三
坪
北
辺
の
築
地
雨
落
溝
、
坪
内
通
路
、

掘
立
柱
建
物
二
九
棟
、
掘
立
柱
塀

一
一
条
、
溝
六
条
、
井
戸
四
基
、
土
坑
六
基
、

土
器
埋
納
土
坑

一
基
で
あ
る
。
調
査
範
囲
が
三
坪
の
北
四
分
の
一
に
と
ど
ま
■

た
の
で
、
坪
全
体
の
様
相
に
言
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
検
出
し
た
遺
構

に
は
、
重
複
関
係
や
出
土
遺
物
か
ら
大
き
く
Ａ
を
Ｃ
〇
三
時
期
の
変
遷…
が
あ
お

こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
Ａ
、
Ｂ
期
に
は
坪
の
東
西
の
ほ
ぼ
中
央
に
通
路
Ｓ
Ｆ
一

〇
七
を
設
け
て
、
坪
内
を
東
西
に
区
画
し
利
用
し
て
い
る
。
通
路
の
北
端
、
三
・

条
条
間
路
Ｓ
Ｆ
一
〇

一
と
の
交
点
に
門
が
開
か
な
い
こ
と
か
ら
Ｓ
Ｆ
一
〇
七
は
．

一
つ
の
宅
地
内
で
の
区
画
通
路
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
三
坪
が
相
当
規
模
の
宅

地
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
．趾
で
浄
る
。
検
出
し
た
建
物
が
い
ず
れ
も
比
較
‐的‐
小
規

模
で
あ
る
ｔ
七
と
、
配
置
に
綿
密
な
計
画
性
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
宅
地

内
の
主
要
域
は
発
掘
区
外
南
に
あ
り
、
検
出
し
た
遺
構
は
三
坪
内
の
付
属
的
な

施
設
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

木
衛
は
Ａ
期
に
属
す
る
井
戸
Ｓ
Ｅ
一
一
一
か
ら
四
点
が
出
上
し
た
。
Ｓ
Ｅ
〓

一
一
は
一
・
八
ｉ
二
・
三
ｍ
の
平
面
精
円
形
掘
形
に
内
法

一
。
〇
七
ｍ
の
方
形
一

維
板
組
横
桟
留
の
井
戸
粋
を
据
え
た
も
の
で
、
検
出
面
か
ら
の
深
さ
二
。
一
ｍ

(奈 良)



1992年出上の木簡

で
あ
る
。
枠
内
か
ら
木
簡
と
と
も
に
土
器
と
木
製
品
、
桃
の
種
子
が
出
上
し
た
。

土
器
は
奈
良
時
代
前
半
の
特
徴
を
も
つ
も
り
で
、
完
形
に
近
い
も
の
が
多
く
量

的
に
も
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
一
括
投
棄
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
中
に
「殿
」

と
塁
書
さ
れ
た
土
師
器
杯

一
点
が
あ
る
。
木
製
品
に
は
斎
串
六
点
、
刀
形
、一
陽

物
形
（
漆
刷
毛
、
漆
箆
、
挽
物
椀
が
あ
り
、
坪
内
で
の
祭
祀
行
為
や
漆
工
房
の

存
在
を
示
唆
し
て
い
る
。

３
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

③
　
。
「
謹
進
上
国

□

名
木
工
日
――
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（置
Ｘ
奪
）
溢

Φ∞７

ω
は
宅
地
内
で
の
米
の
支
給
に
関
わ
る
木
簡
で
あ
ろ
う
。
「
‐御
米
」、
「殿
人
」

の
記
述
が
、
三
坪
の
住
人
と
家
政
の
運
営
と
に
関
わ
っ
て
注
意
さ
れ
る
。
②
０

は
進
上
状
で
あ
る
。
②
は
宛
先
、
差
出
の
記
述
を
欠
く
が
、
鴨
□
な
る
人
物
に

瓜
を
託
し
た
と
の
意
で
あ
る
な
ら
、
三
坪
の
住
人
某
は
そ
の
記
述
の
み
で
差
出

を
察
知
で
き
た
こ
と
に
な
る
。
③
は
宛
先
の
記
述
を
欠
き
、
進
上
の
内
容
も
不

明
で
あ
る
。
木
工
某
が
差
出
し
た
も
の
か
。
他
の
一
点
は
墨
痕
は
あ
る
が
判
読

で
き
な
い
。
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
り
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
館
野
和
己
氏
の

ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
市
教
育
委
員
会

『奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
報
告
書
　
平
成
四
年

度
』
（
一
九
九
三
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（西
崎
卓
哉
）

①

　

「
御
米

Ｈ

一

(2)

¬   ¬
進

八 上
月 瓜  斗 一
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六 百  升 六
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